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●このたびは、SmartWave車載機をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 
●この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 
●本書の最新版は弊社のWEBサイト（代理店様専用情報）よりダウンロード可能です。 
お買い上げの販売店にお問い合わせください。 

●ご使用前に「安全上のご注意」、「正しくご使用いただくために」（3～8ページ）を 
必ずお読みください。 

●本体に添付されている保証書は、「販売店名・お買い上げ日」などの記入を必ずお確かめにな 
り、販売店からお受け取りください。 
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特 長 
 

■広域で通信が可能 
LTE通信ネットワークとクラウド（サーバー）を利用し、安定した通信を実現しました。 

日本全国が通信エリアです。 
 

■音切れの無いクリアな音質 
業務用無線で培った技術で一斉・同報通信時の遅延、バラつきを極小化。レスポンスの良い

高品質通信を実現しました。 
 

■豊富な周辺機器のラインナップ 
お客様の用途に応じて車載機や指令局のマイクを選べます。車載機をポータブル電源装置と

組み合わせることにより、AC100V 商用電源による運用や内蔵バッテリーによる運用の 2 ウェ

イ方式で、固定局や可搬型として使用できます。 
 

■デッドレコニング対応 GNSS※1（GPS）モジュール搭載 
① GNSS モジュールは GPS のみでなく、Galileo、みちびき衛星からの電波の受信ができ、

GPS単独の場合よりも高精度な位置情報の表示が可能です。 

② モジュールに内蔵するジャイロセンサーや加速度センサーを利用したデッドレコニング機

能※2に対応し、衛星からの電波を受信できないトンネルや地下、屋内などの環境下でも位

置表示が可能です。 
 

■緊急速報に対応 
緊急速報を受信したことを音で通知します。また、専用の外部機器を接続することで、外部機

器に緊急速報メッセージを表示することができます。 
 

■12V車、24V車対応 
電源電圧は 12V車、24V車に対応しており、幅広い車種で安定した性能を発揮します。 

 

■デュアル SIM運用による事業継続性（BCP）の確保 （オプション機能） 
本機はデュアル SIM 通信機能※3を備えます。平常時はドコモ回線を使用しますが、通信障害

発生時や災害時などドコモ回線での通信が行えない状態に陥った場合、自動でサブ回線（au
回線）に切り替わり※4通信を確保することで業務を継続することができます。 

 

※1 GNSS（Global Navigation Satellite System：全球測位衛星システム） 

GPS 等の衛星から送信される信号を用いて、位置測定・航法・時刻配信を行うシステム。GPS(米国)のほかに、

GLONASS(ロシア)、QZSS（みちびき(日本)）等があります。 

※2 デッドレコニング（Dead Reckoning） 

GNSS を利用した測位システムにおいて、トンネル等で GNSS の信号が受信できず測位不能になった場合でも、

ジャイロセンサーや加速度センサーの情報を使用することで、測位予測を可能にする技術。自律航法、推測航

法とも呼ばれます。 

※3 デュアルSIM通信機能をご使用になるにはドコモ、auそれぞれの回線契約が必要になります。au回線のみで
のご使用はできません。詳細は販売店へお問い合わせください。 

※4 サブ回線への切り替えはメイン回線の状況により自動的に切り替えます。手動で切り替えることはできませ

ん。  
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安全上のご注意 
 

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただく 

ことを、次のように説明しています。 

 

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、 

次の表示で区分し、説明しています。 
 

 

この表示の欄は、「死亡または重傷を負う可能性が想定される」 

内容です。 

 

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生 

する可能性が想定される」内容です。 

 

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 

 

 

 
  

 
この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。 

 
この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。 

安全上のご注意  必ずお守りください 



  

－4－ 

■本機の取り扱いについて 

 
 

 

 

 

 

  

自動ドア、火災報知器などの自動 

制御機器の近くで使用しない 

病院内や医用電気機器のある 

場所には持ち込まない 

本機からの電波が医用電
気機器に影響を及ぼすこと
があり、誤動作による事故
の原因となります。 

植込み型医療機器装着者は 

使用しない 

本機からの電波が植込み型 
医療機器に影響を及ぼすこ
とがあり、誤動作による事故
の原因となります。 

車を運転しながら操作しない 

運転中は車外の音が聞こえる 

程度の音量にする 

 

電源ケーブルを破損させない 
 

ケーブルの修理は販売店へご相談ください。 

車載配線の際には自動車の 

バッテリー端子に直接接続する 
 

交通事故の原因となります。 
運転者が使用するときは、車
を安全な場所に止めて 
からご使用ください。 

傷つける、加工する、高温部に近づける、無理に曲げる、ねじる、
引っ張る、重いものを載せる、束ねる、踏みつけると破損につなが
り、ショートや発熱により、火災・感電の原因となります。 

安全上のご注意  必ずお守りください 

本機からの電波が自動制御
機器に影響を及ぼすことが
あり、誤動作による事故の原

因となります。 
 

強 制 

交通事故の原因となること
があります。 

強 制 

シガーライターソケット、およ
びヒューズボックスなどを経
由しての接続は、火災や他

の電子機器への障害の原因
となります。 
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■本機の取り扱いについて(つづき) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

パイプ類、タンク、配線などを 

傷付けない 

車体に穴をあけて取り付け
るとき、パイプ、タンク、配線
などに傷を付けた場合、 
交通事故や火災の原因と 
なります。 

ぬらさない 

煙が出たり、変なにおいがする 

などの異常時は使用しない 

電源ケーブルは添付品 

（ヒューズ 3A付）を使用する 
 

ヒューズは指定品を使用する 
 

指定値（3A）以外のヒューズ
を使用すると火災の原因と 

なります。 

許容量の少ないケーブルや
ヒューズのないケーブルを使
用すると、火災の原因となり
ます。 

本機の電源を切り、電源ケーブルを 
外して販売店へご連絡ください。 

分解や改造をしない 

異常動作したり、けが 
をすることがあります。 

故障の際は販売店へ 
ご連絡ください。 

そのまま使用すると、 
火災、感電、事故の原因と
なります。 

本機は防水対応ではありま
せん。水が入ったり、ぬらし
た場合、火災、感電の原因
となります。 
内部に水などが入った場合
は、まず本機の電源を切
り、電源ケーブルを外して販
売店へご連絡ください。 
 

前方視界や運転操作を妨げない 

取り付けをする 

交通事故の原因となります。 

強 制 

安全上のご注意  必ずお守りください 

プラスアース車には使用しない 

発熱、発火などの原因と 
なります。 

硫化水素、二酸化硫黄等の腐食

性ガスの発生が想定される場所で

は使用しない 

故障の原因となります。 

強 制 強 制 
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正しくご使用いただくために 
 

故障の原因となることがありますので、必ずお守りください。 

 

■取り付け、接続について 

●本機は12V車、24V車に対応しています。それ以外の車では使用しないでください。 

●電源の極性を誤って逆に接続しないでください。 

（電源ケーブルを逆に接続するとヒューズが切れるおそれがあります。） 

●本機の取り付けはしっかり行ってください。また、配線の引き回しは、運転の妨げにならない 

よう十分配慮してください。 

●冷暖房の吹き出し口には取り付けないでください。 

●直射日光や熱風の当たる場所、水のかかる場所には取り付けないでください。 

●本機にオプション品を接続して使用するときは、必ず指定品を使用してください。指定品以

外を使用すると、故障の原因となります。 

●本機を電源装置と接続する場合、必ずポータブル電源装置を使用してください。 

●本機にオプション品を接続するときは、接続は確実に行ってください。 

 

■取り扱いについて 

●エンジンを切ったまま使うと、車のバッテリーを消耗させてしまうことがあります。 

必ずエンジンをかけた状態でご使用ください。 

●直射日光や熱風の当たる場所、水のかかる場所の設置は避けてください。真夏に長時間、 

屋外駐車をしたときは車内の温度が高くなりますので、温度を下げてからご使用ください。 

●本機に水などがかからないように注意してください。内部に水などが入った場合は、本機 

の電源を切り、電源ケーブルを外してお買い上げの販売店へご連絡ください。 

●極端な高温・低温の環境下での利用は避けてください。故障の原因となります。 

動作温度 -20 ～ +60℃ 

●通話時は口元からマイクを約3cm離してご利用ください。距離が近いと、音声が割れたり、

歪んだりすることがあります。 

●携帯電話通信網のサービスエリア外及びサービスエリア内であっても、トンネル・地下・

建物の中など電波が届かないところでは、ご使用になれません。 

●携帯電話通信網を利用した無線による通信を行っているため、電波状態が悪い所へ移動

すると、通信が途切れることがあります。 

 

■使用後について 

●1日の使用が終わりましたら、車のバッテリーが上がらないように必ず本機の電源を切ってく

ださい。 
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■電波法上のご注意について 

本機は電波法および電気通信事業法に基づく技術基準適合証明を受けております。必ず付

属のLTEアンテナを接続して使用してください。また改造をしないでください。 

 

●LTE通信 

 

 

 

●Bluetooth通信 

 

 

 

●2.4GHz現品表示 

本機のBluetooth機能が使用する周波数帯は次のとおりです。 

「2.4」 ： 2.4GHz帯を使用する無線設備 

「FH」 ： FH-SS方式周波数ホッピング方式 

「1」 ： 想定干渉距離が10m以下 

「 」 ： 全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避可能であること 

・2.4GHz帯のBluetoothの通信距離は約10mですが、人体、壁、金属などの障害物の有無や電波状況によって有

効範囲が変化します。障害物が無い空間でご使用ください。 

・本機で使用する2.4GHz周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか工場の製造ライン等で

使用されている移動体識別用の構内無線局および特定小電力無線局並びにアマチュア無線局が運用されて

います。本機を使用する前に、近くでそれらの機器が運用されていないことを確認してください。 

 

 

 

■お手入れについて 

●掃除にシンナーやアルコールなどを使用しないでください。 

●内部の点検・修理は販売店へ依頼してください。 

●年に一度は内部の掃除を販売店へご相談ください。長い間掃除を行わずに、本機の 

内部にほこりがたまったまま使用すると、火災や故障の原因となることがあります。 

特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効果的です。なお、内部掃除費用について 

は販売店へご相談ください。 

 

  

R
T

018-190011
ADF18-0088018

R 203-JN0721
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本機の誤動作、不具合、あるいは停電時などの外部要因によって、通信などの機会を 

逸したために生じた損害などの純粋経済的損失については、当社は一切その責任を 

負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

 

本書の内容に関して、将来予告なしに変更することがあります。 

 

本機は日本以外ではご使用になれません。 

This device is exclusiveｌy for use in Japan. 
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製品構成 
 

■車載機 SV-3000 

品  名 数  量 備  考 

本体 1  

電源ケーブル 1 赤：＋、黒：アース、白：ACC線 

ヒューズ付き電源ケーブル 1 ケーブル長：約 2.5m ヒューズ 3A 

LTEアンテナ 1 ケーブル長：約 2.5m 

取扱説明書（簡易版） 1 保証書付き 

 

 

■オプション品（別売） 

品  名 品  番 備  考 

GPSアンテナ SV-A02 
ケーブル長：約 5m 

GPS／Galileo／みちびき対応 

取付金具 SV-K01  

外部機器接続ケーブル SV-C01 ケーブル長：約 1.5m 

シリアル接続ケーブル SV-C02 ケーブル長：約 0.6m 

外部情報線ケーブル SV-C03 ケーブル長：約 1.5m 

パラレル IOケーブル SV-C04 ケーブル長：約 1.5m 

ポータブル電源装置 TDF-102 指令局用電源 

ミキシングボックス TA-Z019A  

ブリッジボックス TA-Z020A 簡易無線とのブリッジ接続装置 

・ オプション品については販売店にご相談ください。 
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ＩＰ無線システムについて 
 
ＩＰ無線システムは、携帯電話通信網を利用して広域かつ高品質の音声通話やデータ伝送を
実現する通信システムです。 
 
ＩＰ無線システムは、4つの通話モードを指定して通話を行うことができます。 

 

 

 

基地局

基地局

基地局

基地局

指令局

移動局

クラウド
（サーバー）
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通話モード 
 

 
(1)全グループ一斉通話 
同一ユーザー内の通信中の無線機を強制的
に終話させて、すべての無線機と通話ができ
ます。 
 
（2）全グループ通話 
同一ユーザー内の通信中以外のすべての無
線機と通話ができます。 
 
 
 
 

（3）グループ通話 

同一ユーザー内の無線機をいくつかのグル

ープに分けているとき、特定のグループの無

線機とだけ通話ができます。 

 

 

 

 

 

 

 
（4）個別通話 
無線機ごとに割り当てられた個別番号で、特

定の無線機とだけ通話ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基地局指令局

同一ユーザー内

基地局

Ａグループ

Ｂグループ

指令局

基地局指令局
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各部の名称とはたらき 
 

（1） 前面 

    

  

  

 
 

※1 ランプ表示については 14ページの「ランプ表示とお知らせ音」を参照してください。 

※2 接続可能なマイクは、16 ページの「使用可能なマイクについて」を参照してください。  

No. 名  称 機  能 備考 

① 
電源スイッチ／ 

音量つまみ 
スイッチでの電源制御と音量の調節を行います。  

② 状態表示ランプ 
本体の状態を表示します。 

（電源、通話、送信／話中、GPS） 
※1 

③ メンテナンスカバー 
Bluetooth ペアリングスイッチ、USB コネクター、SIM カ

ードスロットを収納するカバーです。 
 

④ マイクコネクター 各種マイクを接続します。 ※2 

⑤ 
Bluetooth 

ペアリングスイッチ 

Bluetooth スピーカーマイクとペアリングするときに押

下します。 
 

⑥ 
保守用 

USB コネクター 

保守用の USB コネクターです。保守時などで使用しま

す。 
 

⑦ 
メイン SIM 

カードスロット 

メイン回線（ドコモ回線）用の SIMカードを挿入するスロ

ットです。 
 

⑧ 
サブ SIM 

カードスロット 

サブ回線（au 回線）用の SIM カードを挿入するスロット

です。SIM カードを差し込むときはシールを剥がしてく

ださい。 
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（2） 背面 

 

      

  

 

 
 

 
※1 φ3.5mmモノラルプラグのスピーカーが接続できます。使用する場合は 8Ω、定格 2W以上のものをご使用くだ

さい。 

※2 必ず付属の電源ケーブルを使用して接続してください。車載用途で使用する場合、電源ケーブルと車載バッテ

リーを、必ず付属のヒューズ付き電源ケーブルで接続してください。 

※3 ケーブルを接続する場合、保護シールを剥がしてください。オプション品のケーブルについては、販売店にお

問い合わせください。 

※4 ルーターおよび LANケーブルは付属しません。 

  

No. 名  称 機  能 備考 

① 
外部スピーカー用 

ジャック 
外部スピーカーを接続します。 ※1 

② 電源コネクター 

付属の電源ケーブルを接続します。本機は 12V、

24V 車載バッテリーまたは専用の電源装置から電

源供給を受けることができます。 

※2 

③ 外部機器コネクター 

オプション品の外部機器接続ケーブル、シリアル

接続ケーブル、外部情報線ケーブル、パラレル IO

ケーブルを接続します。 

※3 

④ LAN コネクター 
ルーターなどを介してインターネット回線へ接続す

ることができます。 
※4 

⑤ LAN リンクランプ（緑） リンク確立時に点灯します。  

⑥ LANスピードランプ（黄） 100Mbps接続時に点灯します。  

⑦ USBコネクター（拡張用） 拡張用の USB コネクターです。  

⑧ GPSアンテナコネクター 

オプション品の GPS アンテナを接続します。本機

に内蔵している GPS 機能を使用し位置情報を取

得する場合は、GPSアンテナを接続してください。 

 

⑨ LTEアンテナコネクター 
付属の LTE アンテナを接続します。必ず付属の

LTEアンテナを接続してください。 
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ランプ表示とお知らせ音 
 

本機のランプ表示は以下のとおりです。 

 

各ランプ状態表示は以下のとおりです。 

No. 状  態 電源 通話 送信／話中※1 GPS 

1 起動中 
橙 

（点灯） 

橙 

（点灯） 

橙 

（点灯） 

橙 

（点灯） 

2 立上げ中 
緑 

（点灯） 
消灯 

赤 

（点灯） 
－ 

3 設定情報変更中 
緑 

（点灯） 
消灯 

赤 

（点滅） 
－ 

4 待受け状態 
緑 

（点灯） 
消灯 消灯 － 

5 通話中（呼に接続） 
緑 

（点灯） 

緑 

（点灯） 
消灯 － 

6 送話中 
緑 

（点灯） 

緑 

（点灯） 

緑 

（点灯） 
－ 

7 受話中 
緑 

（点灯） 

緑 

（点灯） 

赤 

（点灯） 
－ 

8 圏外 
緑 

（点灯） 
消灯 

赤 

（点灯） 
－ 

9 GPS測位状態 
緑 

（点灯） 
－ － 

緑 

（点灯） 

10 GPS未測位状態 
緑 

（点灯） 
－ － 消灯 

11 GPS異常 
緑 

（点灯） 
－ － 

赤 

（点灯） 

12 
Bluetooth ペアリング中
※2 

緑 

（点灯） 

赤 

（点滅） 
－ － 

13 
Bluetoothペアリング 

登録機器削除中 

緑 

（点灯） 

赤 

（点灯 1秒） 
－ － 

14 
プログラムファイル 

ダウンロード中※3 

緑・橙 

（点滅） 
－ － － 

15 
プログラムファイル 

ダウンロード完了※4 

橙 

（点灯） 
－ － － 

・ 「－」はランプが何色でもその状態に影響が無いことを意味します。  

No. 名  称 機  能 備考 

① 電源ランプ 本機の電源状態を表示します。  

② 通話ランプ 本機の通話状態を表示します。  

③ 送信／話中ランプ 本機の送信状態と受信状態を表示します。  

④ GPS ランプ 本機の GPS受信状態を表示します。  
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※1 送信／話中ランプはデータ送信中に緑色に点灯します。赤点灯している場合は橙色に点灯します。 

※2 ペアリング完了後の接続状態は、Bluetooth スピーカーマイクのランプ表示を確認してください。 

※3 プログラムファイルダウンロード中とは、本機のプログラム更新を行うため、サーバーからプログラムファイルを

ダウンロードしている状態です。プログラムファイルダウンロード中も通話機能を含むすべての機能が使用で

きます。なお、プログラムファイルダウンロード中に電源を切っても問題ありません。次回電源を入れたときに

は前回の続きからプログラムファイルのダウンロードが再開されます。 

※4 プログラムファイルダウンロード完了とは、プログラムファイルのダウンロードが完了した状態です。この状態で

は、新しいプログラムでは動作していません。次回電源を入れたときから新しいプログラムで動作します。 

 

 

スピーカーから出力されるお知らせ音の代表的なものは以下のとおりです。 

No. お知らせ音 名  称 説  明 

1 ピーポーピーポー 全グループ一斉着信音 
全グループ一斉通信着信時に鳴

音します。 

2 ピッポー 個別着信音 個別通信着信時に鳴音します。 

3 プー 終話音 終話時に鳴音します。 

4 ピッ 送信権獲得音 
マイクプレスし送信権を獲得でき

たときに鳴音します。 

5 プップップッ 送信権獲得失敗音 
マイクプレスし送信権を獲得でき

なかったときに鳴音します。 

6 ピッポー連続 マルチコール受信音 

マルチコールを受信したときに鳴

音します。マイクプレスをするま

で連続して鳴音します。 

7 ピッピー 通話指示音 
マイクプレスし通話できる状態に

なったときに鳴音します。 

8 ピッ 終話予告音 
通話可能な残り時間が 10秒にな

ったときに鳴音します。 

9 プップップッ 発呼失敗音 

マイクプレスをしたが、通話でき

る状態にならなかったときに鳴音

します。 

10 
ウィーンウィーンウィー

ン ～を受信しました 
緊急速報受信音 

緊急速報を受信したときに鳴音し

ます。緊急速報は『緊急地震速

報』、『津波警報』、『気象の特別

警報』の 3種類があります。 

・ この鳴音の他にもさまざまな状況に合わせて鳴音を出力することができます。 

・ お知らせ音は、設定情報で変更することができます。詳しくは販売店にお問い合わせくだ

さい。 
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使用可能なマイクについて 
 

本機で使用可能な主なマイクは次のとおりです。 

 

製品名称 製品品番 

スピーカーマイク SV-M01 

ハイパースピーカーマイク EF-M50010AA-S※1 

テンキースピーカーマイク EH-M01 

スタンドマイク EA-M1017TEZ 

指令ターミナル MSS-6100A-S※1 

e ターミナル CET1326DA-S※1 

Bluetoothスピーカーマイク BTH-600-S 

 
※1 現在販売を終了しておりますが、本機と接続して引き続きご使用いただけます。 

 

スピーカーマイク（SV-M01）の各部の名称とはたらきは次のとおりです。また、その他のマイクの

使用方法は各マイクの取扱説明書を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回線表示ランプ 

回線状態を表示します。 

  話中（赤） 

  通話（緑） 

 

プレストークスイッチ 

押すと送信状態、離すと受信状態

になります。 

マイク掛け金具 

マイク 

スピーカー 
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ご使用前の準備 
 

本機をご使用になるには SIM カードが必要です。予めご用意ください。 

ご利用可能な SIM カードについては販売店にご確認ください。 

 

■nanoSIM カードを取り付ける 
 

メンテナンスカバーを開けて指定の nanoSIM カードを取り付けてください。 

対応する SIM カードは下記のとおりです。 

SIM カードスロット 
対応 SIM カード 

シングル SIM運用 デュアル SIM運用 

メイン SIM カードスロット ドコモ nanoSIM カード ドコモ nanoSIM カード 

サブ SIM カードスロット 使用しません au nanoSIM カード 

 

au nano SIMカードドコモ nano SIMカード

メンテナンスカバー

サブSIMカードスロットメインSIMカードスロット

 
●シングル SIM で運用する場合は、必ずメイン SIM カードスロットにドコモ nanoSIM カードを取

り付けてください。サブ SIM カードスロットにドコモ nanoSIM カードを取り付けた場合は、ご使

用になれません。 

●デュアル SIM で運用する場合は、メイン SIM カードスロットにドコモ nanoSIM カードを、サブ

SIMカードスロットには au nanoSIMカードを取り付けてください。ドコモ nanoSIMカードをサブ

SIM カードスロット、au nanoSIM カードをメイン SIM カードスロットに取り付けた場合は、ご使

用になれません。 

●サブ SIM カードスロットを使用する場合は保護シールを剥がしてください。 

●au nanoSIM カードのみでのご使用はできません。 

●nanoSIM カードは、カチッと音がするまで奥に差し込んでください。 

●nanoSIM カードの取り付け／取り外しは本機の電源を切ってから行ってください。 

●nanoSIM カードを取り扱うときは、IC に触れたり、傷つけたりしないようにご注意ください。故

障や破損の原因となります。 

●無理に取り付け／取り外しをすると nanoSIM カードが破損する場合がありますので、ご注意

ください。 

●取り外した nanoSIMカードは、無くさないようにご注意ください。  
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接続方法 
 

（1） 移動局の接続 

 

赤：＋

背面

黒：アース

 

白：ACC

 

 

 

 

前面

 
 

 

No. 名  称 備  考 

① 電源ケーブル 赤：＋、黒：アース、白：ACC線 

② 
ヒューズ付き電源ケーブル ヒューズ 3A付き（赤：＋、黒：アース）※1 

ケーブル長：約 2.5ｍ 

③ ACCケーブル お客様調達※2 

④ GPSアンテナ オプション品※3、ケーブル長：約 5ｍ 

⑤ ＬＴＥアンテナ※4 ケーブル長：約 2.5m 

⑥ スピーカーマイク オプション品※3 

 
※1 電源ケーブルは車のバッテリー端子に直接接続してください。また、必ず付属のヒューズ付き電源ケーブルを

ご使用ください。 

※2 ACC連動で使用するときに接続してください。 

※3 必ず指定品を使用してください。指定品以外を使用すると、故障の原因となります。 

※4 LTEアンテナのケーブルは必ず 2本接続してください。 
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（2） 指令局の接続 

 

背面

 
 

前面

 

赤：＋

黒：－

スピーカーケーブル

 

 

白：使用しません

 
 

No. 名  称 備  考 

① ポータブル電源装置 オプション品※1 ※2 

② 電源ケーブル 赤：＋、黒：－、白：使用しません 

③ ＬＴＥアンテナ ケーブル長：約 2.5m 

④ ヒューズ付き電源ケーブル 使用しません※3 

⑤ スタンドマイク オプション品※1 

 
※1 必ず指定品を使用してください。指定品以外を使用すると、故障の原因となります。 

※2 ポータブル電源装置への取り付け方法は、29 ページの「本機をポータブル電源装置に取り付ける」を参照して

ください。 

※3 ヒューズ付き電源ケーブルは使用せず、電源ケーブルを直接ポータブル電源装置の電源ケーブルに接続して

ください。  
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電源を入れる／切る 
 

本機の電源操作は、以下の 2つのモードがあります。 

■ 電源スイッチ操作 ：電源スイッチを操作することで、本機の電源を制御します。 

■ ACC連動 ：ACCの状態に連動した電源制御をします。 

 

■電源スイッチ操作の場合 
 
（1）電源を入れる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（2）電源を切る 
 
 
 

 

 

 

 

  

 電源スイッチを押す 

●本機の全ランプが橙色点灯するまで、電源スイッチ
を押してください。 

 

 電源スイッチを押す 

●本機の全ランプが消灯するまで電源スイッチを押してください。 
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■ACC（アクセサリー）連動の場合 
 本機は ACC線を接続することで、ACCに連動して動作します。 
 
（1）電源を入れる 
 
 
 
 
 

 
 

・ ACC連動であっても、電源スイッチを押すと本機の電源を入れることができます。 
 
（2）電源を切る 
 
 
 
 
 

 

 
・ ACCオンのときは、電源スイッチを押しても本機の電源は切れません。 

 
 
  

 ACC をオンする 

●車の ACCをオンします。 
●本機の全ランプが橙色点灯します。 

※ACCのオンの仕方については車両の説明書をご確認ください。 

 ACC をオフする 

●車の ACCをオフします。 
●約 5秒後に、本機の全ランプが消灯します。 
※ACCのオフの仕方については車両の説明書をご確認ください。 
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音量を調節する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 音量つまみを右に回し切ると、音声の歪みや、音割れの原因となります。適切な

音量に調節してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 音量つまみを左に回し切ると、音声が聞こえなくなります。適切な音量に調節して

ください。 

  

 音量を大きくする 

●音量つまみを右に回します。 

 音量を小さくする 

●音量つまみを左に回します。 
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通話を行う 
 

 

次の内容を確認してから通話してください 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

・ 相手との接続に失敗したときは、「プップップッ」と鳴りますので、時間をおくか、

場所を変えて再度お試しください。 

  

鳴音： ピッピー 

プレストークスイッチ 

 プレストークスイッチを押す 

●通話ランプが緑色に点灯し、「ピッピー」と鳴ります。 

◆本機のランプの状態を確認してください 
●電源ランプが緑色に点灯し、通話ランプと送信／

話中ランプが消灯しているときが、発信可能な状

態です。 

送信
/話中

通話

消 消

送信
/話中

通話

緑 消
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■終話について 
通話可能な時間は 5分です。残り時間が 10秒になると「ピッ」と音が鳴ります。そのまま通話を
続けると、「プー」と音が鳴り、強制的に終話になります。続けて通話を行いたい場合は、プレス
トークスイッチを一度離してから、再度押して通話を再開してください。 
 
また、自局および相手局がともに送信していない時間が 5秒以上続くと終話になります。 
電波が届かなくなったときにも終話になります。 
 

 
 
 

次の状態のときは通話できません 
 

 

 

 

 

 

 
 

  

●こちらから音声を送るときは 

プレストークスイッチを押しながら話す 
本機の送信／話中ランプが緑色に 

点灯し、「ピッ」と鳴ってからお話し 

ください。 

 

 

 

●相手から音声を受けるときは 

プレストークスイッチを離す 
本機の送信／話中ランプが赤色に 

点灯し、相手局の音声が聞こえます。 

 

 

 

 

 

 通話する 

◆電源ランプが緑色に点灯し、通話ランプが消灯して

いる状態で、送信／話中ランプが赤色に点灯してい

るときは通話できません。しばらく待っても状態が変

わらない場合は、電波状態の悪い場所の可能性が

ありますので、送信／話中ランプが消灯する地点ま

で車を移動してください。 

送信
/話中

通話

緑 緑

送信
/話中

通話

緑 赤

送信
/話中

通話

消 赤
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相手局から呼び出される 
 

相手局が折り返し連絡してほしいとき（相手局から選択呼出しを受けたとき）、着信音（マルチコー

ル）で知らせます。 

 

 

マルチコール（連続音）で呼び出されると 

「ピッポー」が連続して鳴り、プレストークスイッチを

押すと鳴音が停止します。 

マルチコールを受けたときは、プレストークスイッチ

を押すだけで「全グループ通話」または「個別通話」

で折り返し発信をすることができます。 

 

どちらの折り返し発信を行うかは設定情報によりま

す。 

 

折り返し発信を終了した後は、通常の発信先に戻

ります。 

 

 

 

緊急速報を受信する 
 

気象庁が配信する「緊急地震速報」「津波警報」「気象等に関する特別警報」などを受信すること

ができます。 

 

■緊急速報を受信したとき 
 

専用のお知らせ音で通知します。専用外部機器を接続している場合、外部機器にメッセージが表

示されます。 

専用のお知らせ音は、着信音に続いて、速報種別ごとの音声メッセージで通知します。 

 

速報種別 着信音 音声メッセージ 

地震警報 

ウィーン ウィーン ウィーン 

緊急地震速報を受信しました。 

津波警報 津波警報を受信しました。 

特別警報 気象の特別警報を受信しました。 

 

外部機器のメッセージ表示については、外部機器の取扱説明書をご確認ください。 
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Bluetooth スピーカーマイクを使用する 
 

本機はオプション品の Bluetoothスピーカーマイクと接続して音声通話をすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ペアリング完了後はスピーカーマイクと同様にプレストーク方式での音声通話

が行えます。 

・ ペアリング中に Bluetooth ペアリングスイッチを押すと、ペアリングモードが解

除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 本機に登録できる Bluetoothスピーカーマイクは 1台です。 

・ 新たに Bluetoothスピーカーマイクを登録するときは、すでに登録されている

Bluetoothスピーカーマイクの登録を削除してから登録してください。  

 

 

●メンテナンスカバーを開け、

Bluetooth ペアリングスイッチを 2

秒間押し続けます。通話ランプが

赤点滅します。（ペアリング中） 

●Bluetoothスピーカーマイクをペア

リングモードにします。※1 

●ペアリングが完了すると通話ラン

プが消灯します。 
 

※1 ペアリング方法は Bluetooth

スピーカーマイクの取扱説明

書をご確認ください。 

 

 

 

●メンテナンスカバーを開け、

Bluetooth ペアリングスイッチを 5

秒以上押し続けます。 

●通話ランプが赤点滅したあと、 

1秒間赤点灯します（登録削除） 

 

Bluetoothスピーカーマイクの登録を削除する 

Bluetoothスピーカーマイクとペアリングする 

赤

通話

(点滅）

通話

ペアリング中 ペアリング完了

消

Bluetoothペアリングスイッチ

赤

通話

(点滅）

通話

登録削除

赤

(点灯）

Bluetoothペアリングスイッチ
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設置の際のご注意 
 

■本機を車体に取り付ける 
本機は取付金具（オプション品）を使用して車体などに設置することができます。設置方法に

合わせて、取付金具を使用してください。 

 

取付金具に本機を挿入します。 

樹脂取付用ネジ 1で取付金具を

車体などに固定してください。
 

本機の両側にある取付用のネジを

取付金具に取り付けてください。
 

 

 
※1 金属板に固定する場合は、ボルトとナットを使用して取り付けてください。 

 

 

●取付金具に添付している樹脂取付用ネジ、またはボルトとナットを使用して、車体に確実に

取り付けてください。 

●取り付け場所や配線の引き回しは、運転の妨げにならないよう十分配慮してください。 

●冷暖房の吹き出し口には取り付けないでください。 

●直射日光や熱風の当たる場所、水のかかる場所には取り付けないでください。 
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■LTEアンテナの設置 
 

LTE アンテナは付属の両面テープ、ねじ止め、磁石による取り付けが行えます。ガラス窓の近

くなど、電波を受信しやすい場所に設置してください。 

 

磁石

ねじ固定用穴

 
 

●LTE アンテナは必ず付属のものを使用してください。付属品以外のアンテナを使用した場合、

使用者が電波法違反となる恐れがあります。 

●両面テープで貼り付ける場合は必ず付属の両面テープを使用してください。 

●車のフロントガラスに取り付ける場合はフロントガラスの上部から 20%の範囲内、もしくは下

部から 15cmの範囲内に取り付けてください。 

●ねじで固定する場合はM4ねじで固定してください。（ねじは添付しておりません。お客様にて

ご用意ください。） 

●冷暖房の吹き出し口には取り付けないでください。 

●LTE アンテナは地デジやワンセグなどのテレビアンテナの近くには設置しないでください。受

信感度の低下やチラツキ、ノイズの原因となるおそれがあります。 

 

■GPSアンテナ（オプション品）の設置 
 

GPS アンテナは車の屋根（ルーフ）など衛星からの信号を受けやすい場所に設置してください。

また GPSアンテナは磁石で固定できる平らな面に、できるだけ水平に取り付けてください。 

 

●ダッシュボードの上などの車両内、遮へい物がある場所、傾斜がある場所への設置をした

場合、受信する電波が弱くなり正確な位置情報が取得できなくなる恐れがあります。 

●GPSアンテナは地デジやワンセグなどのテレビアンテナから離して設置してください。 
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■本機をポータブル電源装置に取り付ける 

 

 

 

A

A

A

A

A

A A

A

B

B B

電源カバー

コード

ブッシュ

固定金具

C

C

取付金具
（SV-K01）

 固定金具に取付金具をM5-10mmの
ねじ（図中B）3本で固定してください。

 電源カバーのM3ねじ（図中A）8本を
外し、カバーを取り外してください。

 本機をポータブル電源装置の前面から挿入します。取付金具にはめ込み、無線機の
左右に取り付けられているねじ（図中C）で固定してください。  

  

必ず電源コードを抜き、電源スイッチをオフにして、ゴム手袋・ゴム靴などの 

安全対策を施し作業を行ってください。安全対策なしでの作業は感電の原因となります。 
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LTEアンテナ 電源ケーブル
・赤：＋
・黒：－

・白：使用しません

スピーカーケーブル

ロ ハ

イ

 
 

④ 本機に LTE アンテナを接続します（矢印イ）。アンテナケーブルをポータブル電源装置の背

面の穴から引き込んで接続してください。 

⑤ 電源ケーブルを接続します（矢印ロ）。ギボシ端子は赤色、黒色を間違えないように接続して

ください。白線は使用しませんので、他に接触しないように固定してください。 

 

 

 

⑥ スピーカーケーブルを接続します（矢印ハ）。 

 

●ポータブル電源装置の取り付けはオプション品の取付金具（SV-K01）が必要です。別途お

買い求めください。 

●コネクター、ギボシ端子の接続は確実に行ってください。 

●ポータブル電源装置の使用方法は、ポータブル電源装置の取扱説明書を参照してくださ

い。 

  

ギボシ端子の絶縁スリーブは金属部分が露出しないよう確実にかぶせてください。 
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知的財産権 
 

■登録商標／著作権 

 

●Bluetooth®のワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG，Inc．が所有する登録商標です。 

●「Android」は、Google LLC の登録商標です。 

●USB Type-C® はUSB Implementers Forum の登録商標です。 

●その他の商標および登録商標は、それぞれの所有者の商標および登録商標です。 

トム通信工業株式会社はこれらのマークおよびロゴを使用許諾に基づいて使用しています。 

 

 

■オープンソースソフトウェアライセンスについて 

 

本製品にはオープンソースソフトウェアが含まれています。オープンソースソフトウェアのライセ

ンスに関する情報はSmartWaveのホームページをご確認ください。 
 

  



  

－32－ 

 

保守／点検 
 

■日常の保守 

●本機が汚れたときは、乾いた布でふいてください。 

アルコールやシンナーを使用しないでください。塗装や表示がはがれたり、くもりが生じたり

することがあります。 

●LTEアンテナ、電源ケーブル、マイクなどが確実に接続されているか確認してください。 

●本機の各ランプが点灯するか確認してください。 

●本機の取り付けがゆるくなっていないか確認してください。 

●毎日決まった位置の相手と通話して、変化がないか確認してください。 

 

■定期保守 

●年に1回は、お買い上げの販売店で定期点検をお受けください。 
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故障と思われる前に 
 

修理を依頼される前に、もう一度次のことを確認してください。それでもなお異常がある場合 
には、お買い上げの販売店にご相談ください。 

 

症  状 原  因 

電源が入らない 

移動局の場合 

●電源ケーブルがはずれていませんか？ 

●ACCケーブルがはずれていませんか？ 

●車のバッテリーは異常ありませんか？ 

●ヒューズが切れていませんか？ 

指令局の場合 

●本機とポータブル電源装置の電源スイッチは入っていますか？ 

●電源ケーブルがはずれていませんか？ 

●ポータブル電源装置のヒューズが切れていませんか？ 

通話できない 

●電波状態が悪い可能性があります。本機の送信／話中ランプが 

赤色に点灯していませんか？ 

●LTEアンテナがはずれていませんか？ 

●スピーカーマイクがはずれていませんか？ 

音が出ない 
●音量つまみが最小になっていませんか？ 

●スピーカーマイクがはずれていませんか？ 

受信音が小さい 
●送信側でのマイク利用の際、マイクから口を遠く離して使用して 

いませんか？ 

受信音が割れる、 

歪む 

●送信側でのマイク利用の際、マイクから口を近づけすぎて使用 

していませんか？ 

送信／話中ランプが

赤色で点滅のままに

なる 

●しばらく待っても、変わらない場合は再度電源を入れ直して 

ください。それでも変わらないときは、販売店にご相談ください。 

音が途切れる 
●電波が弱い地域や移動しているときには音が途切れることが 

あります。 

 

 

■すぐに販売店に 
 ●以下のような状態のときは電源を切り、指令局の場合はポータブル電源装置の電源プラグも 

抜いて、お買い上げの販売店にご相談ください。 

 

１） 使用中に焦げ臭いにおいがする 

２） ヒューズがたびたび切れる 

３） 誤って水や異物を入れてしまった 
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仕 様 
 

項  目 仕  様 

音声符号化方式 G.729 Annex A 

マイクインターフェース 600Ω -53dBm／600Ω -10dBm 

標準スピーカー出力 1W（8Ω） 

通信形態 プレストーク方式 

USB インターフェース USB2.0 

GPSアンテナ 
インピーダンス 50Ω 

指定の GPSアンテナを接続すること。 

外部機器 

インターフェース 

シリアル×1、外部情報線×4、パラレル IO×1 

パラレル IO には、音声入力（600Ω -10dBm）音声出力（600Ω

-10dBm）、外部マイクプレスのインターフェースを含みます。 

動作温度・湿度 
温度：-20 ～ +60℃ 

湿度：20 ～ 80%RH （結露なきこと） 

電源電圧 DC+13.8V／DC+26.4V （マイナス接地専用） 

消費電流（本体のみ） 
待受時：約 330mA（DC+13.8V）、約 180mA（DC+26.4V） 

（マイク、オプション品は除く） 

寸法 高さ約 25ｍｍ、幅約 140ｍｍ、奥行き約 150ｍｍ （突起物は除く） 

質量 約 540ｇ （付属品は除く） 

 

 

保証とアフターサービス 
 
◎保証書 
●保証書は取扱説明書（簡易版）に記載しています。「販売店名・お買い上げ日」などの記入を
必ずお確かめになり、内容をよくお読みのうえ、大切に保管してください。保証期間は、お買
い上げ日から 5年間です。 

●異常にお気づきのときは、「故障と思われる前に」の表にしたがってご確認のあと、直らない
ときは、必ず電源ケーブルを外してからお買い上げの販売店にご連絡ください。 

 
◎保証期間中の修理 
●お求めの販売店にご連絡ください。保証書の規定にしたがって修理させていただきます。 

 
◎保証期間後の修理 
●お求めの販売店にご相談ください。 
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お問い合わせ先 
〒223－0057 神奈川県横浜市港北区新羽町1244番地 

トム通信工業株式会社 

カスタマーサポート部 ＴＥＬ 045-718-6750 

 

●修理などアフターサービスについては、お買い上げの販売店 

またはトム通信工業株式会社にご相談ください。 


